
授業科目の学習成果の評価に係る取組の概要 

 

学業成績 

 学業成績は、学科試験及び実習により評定する。 

 

学科試験 

 ・履修した授業科目の学習の評価は、筆記試験、口頭試験、論文、レポート、実技 

  試験その他の方法により行う。合格した者に単位を認定する。 

 ・試験は、原則として年度の前期・後期の終わり又は学年末に行うものとする。 

 ・試験の受験資格は、当該授業科目の所定の時間数の３分の２以上を出席していなけれ 

  ばならない。 

 

追試験 

 ・試験の受験資格があり、やむを得ない理由により学科試験を受けることが出来なかっ 

  た場合は、追試験を１回受けることができる。 

 ・学科試験修了後速やかに、追試験願を提出する。 

 

再試験 

 ・当該授業科目の試験において不合格者に対して、再試験を１回行う。 

 

再実習 

 ・実習の履修を認められなかった者又は実習評価が不合格となった者に対して、再実習 

  を１回行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要 

 

学修の評価 

・学修の評価は、授業の出席状況並びに学科試験、レポート及び実習の成績を 100点 

満点の点数で評定する。ただし、試験中に不正行為があったと認められる者についは、

評定しない。 

 ・学修の評価は、A、B、C及び Dのいずれかで表し、A、B、Cを合格とする。 

 ・授業科目（各看護学実習を含む）ごとの評価は次の基準とし、A、B、Cを合格とする。 

 

評 定      基 準   合否の別 

   A    ８０点～１００点   合 格 

   B    ７０点～８０点未満   合 格 

   C    ６０点～７０点未満   合 格 

   D    ６０点未満   不合格 

 ・実習の成績評価は、次の基準とする。 

 

評 定      基 準   合否の別 

   A    ８０点～１００点   合 格 

   B    ７０点～８０点未満   合 格 

   C    ６０点～７０点未満   合 格 

   D    ６０点未満   不合格 

 ・追試験の成績評価は８０%とする。評価は、A、B、C、Dで標記する。 

・再試験に合格した者の当該科目にかかる評価は６０点とし評価は Cで標記する。 

・再実習に合格した者の当該科目にかかる評価は Cとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



GPAを使用し、成績評価を実施 

 

GPA（評定平均点）は、以下の数値によって表すもので、成績表とともに通知します。 

 

成績評価と GP 

成績評価 GP     点 数 備 考 

  A   ４ ９０点～１００点  

  B   ３ ８０点～ ９０点未満  

  C   ２ ７０点～ ８０点未満  

  D   １ ６０点～ ７０点未満  

 不合格   ０ ６０点未満  

  欠 席   ０ 欠席 試験欠席  

 認 定   ― ― 対象外とする 

 失 格   ― ― 出席日数不足・授業料未納・不正行為等 

 

GPA算出方法 

 GPA＝（科目の単位数×GP）の合計 / 履修登録科目の単位数の合計 

 ＊小数点第２位下切り捨て   

  ＊分母の総単位数には、不合格科目（評価が「不」、「欠」）の単位数を含む。 

 

GPAの総合評価 

   GPA      総合評価 

３．５～４．０ 大変優秀な成績 

３．２～３．４ 優秀な成績 

１．６～３．１ 平均的な成績 

１．０～１．５ 努力を要する成績 

  ０～０．９ より一層努力を要する成績 

 

対象外科目 

 本校以外の卒業大学等で修得した単位は、対象外とします。 

 

GPAの活用 

 本校は、GPAを学則規定の表彰、各種奨学金事業の運用に際して使用します。 

 

説明責任 

 成績評価に関する学生の質問及び疑問等には、適切に応えられるようにします。 


